
 

授業科目名 子育て支援 大学名 宇都宮共和大学 

科目区分 専門教育科目 開講時期 前期（4 月 4 日～7 月 25 日） 

学部・学科等 子ども生活学部 曜日 木曜日 

必修・選択区分 選択 時限（時間） 4 時限（14 時 45 分～16 時 15 分） 

標準対象年次 3・4 学年 授業形態 講義 

単位数 2 単位 授業会場 長坂キャンパス 

担当教員名 杉本 太平 

電話番号（代表

者名） 

028-649-0511  

（学務課 須藤） 

e-mail アドレ

ス 

sugimoto@kyowa-u.ac.jp 

オフィスアワー 特に設けず，e-mail や電話で予約を取ってから，質問や相談に応じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業の目標及びねらい＞ 

保育者・教育者の行う保育・教育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提

示等の支援についてその特性と展開を具体的に学ぶ。また、保育者・教育者の行う子育て支援について、様々 な

場や対象に即した支援の内容と方法及び技術を、実践事例等を通して具体的に検討する。 

 

＜前提とする知識・経験＞ 

特に必要としない 

 

＜授業の具体的な進め方＞ 

この講義では、「ﾋｭー ﾏﾝﾘﾚー ｼｮﾝ･ｽｷﾙﾄﾚー ﾆﾝｸ゙ (Human Relation Skills Training)＝HRST」としての行為法（心理

劇・ロールプレイ）および保育・教育相談・子育て支援事例を通してグループワークでの事例研究を行う。 

 

＜授業計画＞ 

第 1 週  保育所等が行う子育て支援とは何か 

第 2 週  保育所における子育て支援の意味や、保育士が行う子育て支援の特性 

第 3 週  保護者との相互理解と信頼関係の形成、支援方法について、事例を通して考える 

第 4 週  支援のニーズに対する多面的な理解とアセスメントについて、子育て支援の事例から学ぶ 

第 5 週  相談・助言の基本技術、受容・傾聴・共感的理解について体験し、身につける 

第 6 週  支援計画や支援の計画・記録・評価・カンファレンスおよび環境構成について学ぶ 

第 7 週  地域の子育て支援の資源を調べ、関係諸機関との連携、職員間の連携・協働について理解する 

第 8 週  保育所等における支援について事例を通して学ぶ 

第 9 週  地域の子育て家庭に対する支援について事例を通して学ぶ 

第 10 週  障がいのある子どもをもつ保護者への支援について事例を通して学ぶ 

第 11 週  特別なケアを必要とする子の子どもと家庭への支援について事例を通して学ぶ 

第 12 週  虐待の予防と家庭に対する支援について事例を通して学ぶ 

第 13 週  要保護児童等の家庭に対する支援について事例を通して学ぶ 

第 14 週  多様な支援ニーズを抱える子育て家庭の支援について事例通して学ぶ 

第 15 週  自己学習の成果を報告 

＜教科書・参考書・教材と入手方法＞ 

特に定めません。毎回の本授業用に作成した資料を配布します。 

＜成績評価法＞ 

① 授業内容の理解（20％：毎回の授業で提出する課題やコメントシートの内容から理解度

を評価する） 

② 事例研究・課題の提出（30％：事例研究課題や支援目標についての考察内容を評価する） 

③ レポート（50％：レポート評価には、コモンルーブリック・レポート評価基準を用い

る。子育て支援に関する文献を 3 冊以上読み、保育者としての子育て支援をする上で

配慮・重視すべき点について論述する） 

＜教員からのメッセージ＞ 

実践的なワークや事例研究を中心に学習を進めますので、子育て支援や対人援助職に興

味があり、具体的な援助技術やより良い人間関係を形成していく実践力を向上させたいと

希望する学生を歓迎します。 


